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1 .研究背景

3 .研究目的

グローバル化が進む現代において、英語を第二言語として学ぶこと
は、異文化理解の促進やキャリアの向上において非常に重要である。
日本でも90%以上の学生[2]が中学校・高校合わせて6年間英語を第二
言語として学習している。しかし、EF EPIの英語能力指数ランキン
グによると英語を母語としない113ヵ国の内、日本は87位と低く、
下から二番目の「低い英語能力」のカテゴリーに分類されている。

また近年、脳波（EEG: Electroencephalography）を用いた生理的デー

タの取得が、言語学習者の脳内活動を直接観察する手法として注目
されている。英語学習における脳波解析は、学習者ごとの最適な学
習法の提案や、リアルタイムでの学習進捗のモニタリングによる学
習効果の向上が期待されている。

2 .現状

文法ミスあり

文法ミスなし

ネイティブ 非ネイティブ

医療用脳波計を使用し、第二言語として英語を学習している人とネ
イティブの脳波を比較した。

文法的なミスがある文章と文法的に正しい文章を読んだときの脳波
を比較したとき、600msの脳波の振幅に違いが見られた。
→文章読解時の認知の差が、脳波の波形に影響する

課題

・第二言語として英語を学習をする日本人に焦点を当てた研究は行
われていない
・簡易脳波計を使用した研究も少ない

簡易脳波計を用いて英文読解時の日本人とネイティブの脳波を比較
し、どのような違いがあるかを調べる。

4 .研究内容

対象：計10人程度

(第二言語として英語を学習したことの
ある日本人5人、母語が英語のネイティ
ブ5人)

使用機器：EMOTIV EPOC X

刺激方法：視覚刺激

刺激数：計8回（4単語、4文）

テーマ
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データ取得

前処理

モニターに表示したテキストを被験者に読んでもらったときの脳波
を取得し、前処理によるノイズ除去後、周波数帯域ごとの特徴抽出
を行う。

観測された生のデータには必ずノイズ（電源ノイズ、筋電）が含ま
れる

行う前処理：

・バンドパスフィルタ
→ 脳波特徴のある0.5∼50Hz以外の周波数帯域を除外

・独立成分分析

→ 0.5∼50Hz内の周波数に含まれているノイズを除去

5 .評価方法

・英語読解時の日本人とネイティブの脳波の波形特徴を比較する

特徴抽出
ノイズ除去後の脳波から波形の特徴を求める

行う前処理：

・バンドパスフィルタ
→ 図のような周波数帯域ごとに分離

・フーリエ変換

→ 周波数帯域ごとの
活性化度（バンドパワー）を求める

・周波数帯域ごとの活性化度を比較

・脳波の活性化部位を比較
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図1 EF EPI英語能力指数の日本順位 [1]

図2 (左)ネイティブと(右)非ネイティブの英語読解時の脳波
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図3 本研究の対象範囲[3]

図4 本研究の流れ
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